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江
州
勢
田
川
附
洲
浚
と
淀
川
筋
御
救
大
浚 

 

池 

田 

治 

司 

    

一 

江
州
勢
田
川
附
洲
浚
の
普
請
明
細 

 

以
前
、
本
誌
第
三
号
に
お
い
て
、
河
内
国
若
江
郡
御
厨
村
に
残
る
「
江
州
瀬
田

川
洲
浚
絵
図
」
と
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
一
〇
月
の
「
勢
田
川
筋
置
洲
出
洲

堀
浚
員
数
控
」
と
を
照
合
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
記
さ
れ
た
内
容
を
当
時

の
瀬
田
川
普
請
目
論
見
と
し
て
紹
介
し
た
。

（
１
） 

 

 

今
回
は
そ
の
内
容
を
再
確
認
し
な
が
ら
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
か
ら
同
三

年
（
一
八
三
二
）
に
か
け
て
、
幕
府
の
許
可
の
も
と
で
同
時
期
に
行
わ
れ
た
江
州

勢
田
川
附
洲
浚
と
淀
川
筋
御
救
大
浚
の
内
容
を
比
較
し
、
各
流
域
に
お
け
る
普
請

の
性
格
的
相
違
を
検
討
し
た
い
。 

 

ま
ず
、
前
稿
に
お
い
て
記
し
た
内
容
に
つ
い
て
、
若
干
の
訂
正
を
し
て
お
き
た

い
。
前
稿
で
は
河
内
国
若
江
郡
御
厨
村
加
藤
家
文
書
の
「
勢
田
川
筋
置
洲
出
洲
堀

浚
員
数
控
」
を
も
と
に
、
洲
浚
坪
数
合
計
を
二
万
二
千
坪
余
と
し
、
天
保
二
年
の

大
浚
時
の
勢
田
川
筋
自
普
請
坪
数
合
計
を
『
琵
琶
湖
治
水
沿
革
誌
』

（
２
） 

を
も
と
に
一

万
一
千
坪
余
と
し
た
。
後
者
の
記
述
は
、
同
書
に
載
る
「
江
州
勢
田
川
付
洲
浚
自

普
請
所
出
来
帳
」
に
よ
っ
た
が
、
こ
の
資
料
は
ど
う
い
う
わ
け
か
、
中
ほ
ど
の
部

分
が
表
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
、
前
後
の
翻
刻
文
そ
の
ま
ま
の
表
記
と
は
形
式
が

違
う
。
前
稿
で
は
、
内
容
か
ら
し
て
こ
れ
ら
を
一
連
の
も
の
と
見
る
べ
き
と
こ
ろ
、

表
で
ま
と
め
ら
れ
た
部
分
を
別
表
と
見
な
し
た
た
め
に
、
坪
数
合
計
を
過
少
に
記

載
し
た
。
こ
こ
で
、
そ
の
訂
正
と
「
勢
田
川
筋
置
洲
出
洲
堀
浚
員
数
控
」
の
数
字

を
再
検
討
す
る
意
味
を
含
め
て
、
も
う
一
度
こ
の
二
つ
の
年
代
の
普
請
坪
数
明
細

に
、
『
琵
琶
湖
治
水
沿
革
誌
』
に
載
る
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
の
普
請
目
論
見
も

加
え
て
、
表
１
に
ま
と
め
た
。
た
だ
し
、「
勢
田
川
筋
置
洲
出
洲
堀
浚
員
数
控
」
の

内
容
を
見
る
と
、
浚
以
外
の
堤
築
立
、
堀
割
、
堤
切
な
ど
の
坪
数
が
含
ま
れ
て
お

ら
ず
、
そ
れ
と
対
応
す
る
「
江
州
瀬
田
川
洲
浚
絵
図
」
に
も
堤
築
立
、
堀
割
、
堤 
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表１ 勢田川浚坪数比較表 

  文政 7年 6 月（目論見） 文政 10 年 10 月（目論見） 天保 2年 5月（実績） 

地 域 場 所 坪 数 場 所 坪 数 場 所 坪 数 

大 江 川 出 崎 4,500 大 江 川 先 7,560 大 江 川 元 落 口 7,093.30 

大 江 川 下 882     同 所 葭 生 134.3 大 江 川 

小 計 5,382 小 計 7,560 小 計 7,227.60 

龍 王 下 1,260 字 龍 奥 下 1,558.44 龍 王 下 1,133.30 

     286.38 同 所 取 合 36.7 

       同 所 下 59.5 
龍 王 下 

小 計 1,260 小 計 1,844.82 小 計 1,229.50 

三 田 川 三 田 川 出 砂 450 三 田 川 先 387 三 田 川 尻 218.4 

別 所 川 出 洲 216 別 所 川 960 別所川堤外一番 718.7 

同所新切之下 450   518 同 所 続 二 番 237.5 

       同 所 川 中 236.2 

       同 所 川 下 94 

       同 所 続 下 四 番 816 

       同 所 川 中 33.3 

別 所 川 

小 計 666 小 計 1,478 小 計 2,135.7 

篠部川新切之下 450   825 篠 部 川 堤 外 一 266.7 

篠部川出寄砂 216   504 同 所 上 之 方 3.7 

同所下右之下 270     同 所 続 二 115.2 

       同 所 下 三 番 133.3 

       同 所 下 四 番 319.5 

       同 所 続 五 番 1428 

篠 部 川 

小 計 936 小 計 1,329 小 計 2,266.4 

池 谷 川 出 洲 360 池 谷 川 落 口 750     

同 所 下 117 稲 津 川 地 先 602     池 谷 川 

小 計 477 小 計 1,352 小 計 0.00 

太 郎 川 太 郎 川 出 砂 594     太 郎 川 尻 535.2 

奈 良 川    奈 良 川 129.9     

大 日 下    大 日 下 696 大 日 下 153.5 

赤 川 出 洲 540 赤 井 川 上 240 赤 川 尻 130 

   赤 川 下 539 同 所 下 286.9 赤 川 

小 計 540 小 計 779 小 計 416.9 

高岸上ノ川中瀬 147 南 郷 村 地 先 2,000 八 島 西 1,365 

右同所下中瀬 327 八 嶋 之 内 242.819 八 島 西 添 23.3 

   八 嶋 之 内 184 同 所 寄 洲 97.5 

   芝 地 802.208 八 島 下 15.2 

   芝 地 300.713 八 島 下 芝 地 262.5 

       同 所 東 芝 地 70 

八 島 

小 計 474 小 計 3,530 小 計 1,833.5 

芋 谷 川 441 高 洲 890.625 芋 谷 川 尻 237.3 

     426.2     芋 谷 川 

小 計 441 小 計 1,316.825 小 計 237.3 

   高 洲 782.386 阪 尻 川 294 

     232.5     阪 尻 川 

小 計 0 小 計 1,014.886 小 計 294 

奈良島上ノ洲 270   1,100 奈 良 島 西 1,233.30 

右同所西川中 3,600     同 島 〆 切 添 257.4 奈 良 島 

小 計 3,870 小 計 1,100 小 計 1,490.70 

嶽 川 嶽 川 土 砂 1,000         

  合 計 16,090 合 計 22,517.171 合 計 18,038.70 

※この表は『琵琶湖治水沿革史』及び「勢田川筋置洲出洲堀浚員数控」（加藤家文書）より作成した。また、
「勢田川筋置洲出洲堀浚員数控」の記載内容と比較するため、文政 7年及び天保 2年の数字から、浚以外
の堤築立、堀割、堤切などの面積を除いた。 
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切
箇
所
の
記
載
は
あ
る
が
、
同
部
分
の
坪
数
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
比

較
と
い
う
観
点
か
ら
、
他
の
二
年
代
の
数
字
か
ら
も
同
部
分
の
坪
数
を
除
い
た
。 

 

こ
の
表
に
掲
げ
た
三
つ
の
年
代
の
浚
箇
所
は
、
文
政
七
年
六
月
の
「
嶽
川
」
（
関

津
村
瀧
川
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
）
を
除
い
て
、
地
域
と
し
て
は
お
よ
そ
対
応
し
て

い
る
。
年
代
が
近
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
意
味
で
比
較
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
た
。

表
中
の
「
地
域
」
名
は
筆
者
が
設
定
し
た
も
の
で
あ
り
、「
場
所
」
は
各
資
料
に
記

さ
れ
た
項
目
名
で
あ
る
。 

 

ま
た
、「
太
郎
川
」
と
「
奈
良
川
」
に
つ
い
て
は
、
瀬
田
川
の
同
一
支
流
で
あ
る

可
能
性
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、「
江
州
瀬
田
川
洲
浚
絵
図
」
に
載
る
篠
部
川
対
岸

の
平
津
村
北
側
を
流
れ
る
「
奈
良
川
」
の
位
置
を
現
在
の
地
図
に

（
３
） 

対
照
す
る
と
、

「
多
羅
川
」
と
い
う
支
流
河
川
が
あ
る
。
発
音
で
「
多
羅
川
」
と
「
太
郎
川
」
は

似
て
い
る
し
、
「
江
州
瀬
田
川
洲
浚
絵
図
」
や
「
勢
田
川
筋
置
洲
出
洲
堀
浚
員
数

控
」
を
土
地
勘
に
疎
い
他
郷
者
が
写
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、「
太
郎
」
と
「
奈
良
」

の
見
間
違
い
は
起
こ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

他
に
、
『
琵
琶
湖
治
水
沿
革
誌
』
に
は
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
七
月
の
詳
細

な
普
請
目
論
見
が
載
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
大
江
川
の
堤
築
立
面
積
二
、
一
五

五
・
五
坪
を
除
く
と
浚
面
積
合
計
が
一
九
、
〇
八
九
・
五
坪
と
な
る
が
、
普
請
地

域
が
関
津
村
な
ど
瀬
田
川
の
川
下
に
ま
で
及
び
、
後
年
抗
議
の
焦
点
と
な
っ
た

「
関
ノ
津
川
中
岩
」
な
ど
の
川
下
岩
石
の
撤
去
も
含
ま
れ
て
い
る
と
い
っ
た
点
で
、

表
１
の
三
つ
の
年
代
と
は
比
較
し
に
く
い
の
で
除
外
し
た
。 

 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
表
１
を
見
る
限
り
に
お
い
て
は
、
三
〜
五
年
間
隔
で
も
年
代

に
よ
っ
て
各
地
域
の
普
請
面
積
は
一
定
し
て
い
な
い
。
敢
え
て
言
う
な
ら
、
普
請

の
重
点
が
後
年
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
川
下
か
ら
川
上
の
方
へ
移
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。 

 

二 

江
州
勢
田
川
附
洲
浚 

 

そ
こ
で
ま
ず
、
表
１
の
各
年
代
の
洲
浚
え
の
内
容
を
、
『
琵
琶
湖
治
水
沿
革
誌
』

を
も
と
に
再
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
江
州
勢
田
川
附
洲
浚
の
性
格
を
検
討
し

た
い
。 

 

天
保
二
年
か
ら
始
ま
る
下
流
淀
川
筋
の
御
救
大
浚
は
、
江
州
勢
田
川
浚
自
普
請

願
を
発
端
と
す
る
。
勢
田
川
は
幕
府
の
国
役
指
定
河
川
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
勢

田
川
浚
は
一
貫
し
て
自
普
請
願
と
し
て
歎
願
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
湖
辺
村
々
の
う

ち
、
高
島
郡
深
溝
村
庄
屋
太
郎
兵
衛
を
発
起
人
惣
代
と
し
て
、
天
明
二
年
（
一
七

八
二
）
以
来
約
五
〇
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
継
続
し
て
出
願
さ
れ
成
就
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
多
年
に
わ
た
り
こ
の
出
願
が
聞
き
届

け
ら
れ
な
か
っ
た
原
因
と
し
て
、
『
琵
琶
湖
治
水
沿
革
誌
』
に
は
次
の
よ
う
な
理
由

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

① 

勢
田
川
筋
栗
太
郡
黒
津
地
先
供
御
瀬
は
軍
事
上
の
要
衝
で
あ
る
こ
と
。 

② 

彦
根
城
膳
所
城
が
琵
琶
湖
に
接
す
る
の
で
、
そ
の
減
水
は
要
害
に
影
響
す
る

恐
れ
が
あ
る
こ
と
。 

③ 

湖
辺
村
々
は
約
五
〇
と
い
う
多
数
の
領
主
が
割
拠
し
、
協
議
を
ま
と
め
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。 

④ 

川
下
淀
川
筋
に
お
い
て
差
し
支
え
が
あ
り
、
殊
に
官
領
、
社
寺
領
、
九
条
家

領
に
お
い
て
反
対
が
強
か
っ
た
こ
と
。 
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⑤ 

公
儀
の
川
筋
調
査
が
緩
慢
で
あ
っ
た
こ
と
。 

こ
う
い
っ
た
点
を
ふ
ま
え
て
、
表
１
の
各
年
代
の
勢
田
川
附
洲
浚
の
普
請
明
細
を

見
て
い
き
た
い
。 

 

湖
辺
村
々
惣
代
ら
は
、
文
政
七
年
六
月
勢
田
川
浚
の
目
論
見
を
も
と
に
、
翌
八

年
（
一
八
二
五
）
正
月
に
自
普
請
願
を
勘
定
奉
行
宛
に
提
出
し
た
が
、
こ
の
普
請

明
細
は
他
年
に
比
し
て
小
規
模
で
あ
る
。
『
琵
琶
湖
治
水
沿
革
誌
』
に
は
、
こ
の
目

論
見
は
、
経
費
と
し
て
先
述
の
享
和
三
年
の
目
論
見
の
三
分
の
二
に
減
少
し
て
い

る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
大
浚
に
な
る
と
彦
根
城
ま
わ
り
の

堀
の
要
害
に
影
響
す
る
こ
と
と
、
多
額
の
普
請
費
用
が
必
要
と
な
り
湖
辺
村
々
の

調
整
が
付
き
か
ね
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
表
１
に
記
さ
れ
た

同
年
の
普
請
明
細
の
う
ち
、
ま
ず
半
浚
を
行
い
、
そ
の
結
果
と
し
て
効
果
が
あ
れ

ば
、
残
る
普
請
を
行
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
費
用
も
彦
根
領
は
仕
法
割
合
を
以
て

特
別
の
扱
い
（
御
一
領
限
）
で
出
金
を
し
、
後
は
増
入
用
が
あ
っ
て
も
残
る
湖
辺

村
々
で
調
整
す
る
と
い
う
条
件
で
普
請
を
願
い
出
て
い
る
。 

 

こ
の
願
に
対
し
て
奉
行
所
は
「
金
主
対
談
書
」
、
「
湖
辺
郡
々
願
候
一
札
」
及
び

「
竹
杭
俵
入
用
巨
細
」
を
記
載
し
た
も
の
を
提
出
す
る
よ
う
に
命
じ
、
こ
れ
に
応

じ
て
翌
九
年
（
一
八
二
六
）
三
月
に
、
入
用
銀
二
百
貫
目
の
借
用
書
が
提
出
さ
れ

た
が
、
『
琵
琶
湖
治
水
沿
革
誌
』
に
は
他
の
二
つ
の
書
類
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
。 

 

し
か
し
、
同
年
一
〇
月
、
野
洲
郡
の
一
〇
ヶ
村
が
あ
く
ま
で
加
名
し
な
い
の
で
、

大
津
代
官
所
に
て
勢
田
川
浚
願
の
加
名
状
況
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
村
数
一
九
七
ヶ

村
の
う
ち
、
一
五
三
ヶ
村
同
意
、
二
三
ヶ
村
不
同
意
と
わ
か
り
、
さ
ら
に
残
る
二

一
ヶ
村
は
当
初
同
意
を
し
て
い
た
が
、
今
回
新
た
に
不
同
意
を
唱
え
る
結
果
と
な

っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
地
低
村
々
の
う
ち
で
も
比
較
的
高
い
方
で
浚
え
の
必
要
な

し
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
惣
代
太
郎
兵
衛
は
、
こ
れ
ら
不
同
意
二
一
ヶ
村
の

意
図
は
出
費
を
厭
っ
て
の
こ
と
と
し
て
、
実
見
を
申
し
立
て
る
が
、
結
果
と
し
て

こ
の
二
一
ヶ
村
を
除
村
し
、
そ
の
分
の
出
費
を
発
起
人
太
郎
兵
衛
の
高
島
郡
深
溝

村
、
惣
代
清
兵
衛
の
浅
井
郡
津
里
村
、
惣
代
惣
右
衛
門
の
同
郡
八
木
濱
村
の
三
ヶ

村
で
弁
ず
る
と
し
て
出
願
す
る
。 

 

こ
れ
を
も
っ
て
い
よ
い
よ
翌
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
五
月
付
け
に
て
勘
定
奉
行

所
よ
り
御
勘
定
池
永
鉄
之
助
に
普
請
役
三
人
が
付
き
添
っ
て
川
筋
見
分
が
申
し
渡

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
廻
村
見
分
時
に
下
流
淀
川
筋
村
々
か
ら
の
反
対
が
あ

り
、
こ
の
時
の
自
普
請
願
も
不
首
尾
に
終
わ
っ
た
こ
と
は
前
稿
に
記
し
た
と
お
り

で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
勢
田
川
浚
願
村
々
が
借
入
銀
二
〇
貫
目
を
も
っ
て
出

張
役
人
に
対
し
て
御
礼
金
を
差
上
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
琵
琶
湖
治
水
沿
革

誌
』
に
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
す
。 

當
時
公
儀
出
張
ノ
役
人
共
ニ
於
テ
右
の
如
キ
禮
金
ヲ
受
納
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル

カ
言
語
道
斷
ノ
事
ナ
リ
多
年
出
願
ノ
勢
田
川
浚
モ
容
易
ニ
許
可
ナ
ラ
ス
シ
テ

出
願
人
ニ
於
テ
失
費
少
ナ
カ
ラ
ザ
ル
折
柄
右
様
ノ
出
金
ヲ
要
ス
ル
ハ
其
苦
勞

察
ス
ル
ニ
餘
リ
ア
ル
ト
云
フ
ベ
シ 

つ
ま
り
、
公
儀
出
張
役
人
の
礼
金
受
納
は
言
語
道
断
で
あ
る
が
、
自
普
請
願
の
出

費
が
嵩
む
な
か
で
、
容
易
に
許
可
さ
れ
な
い
勢
田
川
浚
歎
願
の
た
め
に
、
敢
え
て

借
入
銀
を
し
て
ま
で
礼
金
を
準
備
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
心
痛
察
す
る
に
余
り
あ

る
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
後
、
湖
辺
願
惣
代
ら
は
、
下
流
村
々
へ
の
示
談
に
奔
走
す
る
こ
と
に
な
る
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が
、
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
九
月
に
奉
行
所
へ
提
出
し
た
勢
田
川
浚
主
意
書

に
は
勢
田
川
の
喉
首
と
い
わ
れ
る
関
津
村
瀧
川
か
ら
銚
子
口
を
経
て
鹿
飛
ま
で
の

狭
幅
急
流
の
岩
石
を
切
割
る
な
ど
は
せ
ず
、
下
流
域
に
て
流
布
し
て
い
る
噂
は
地

理
不
案
内
か
ら
起
き
た
こ
と
で
、
そ
の
川
上
に
て
普
請
を
止
め
る
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
表
１
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
普
請
の
重
点
が
後
年
に
な
る
に
し
た
が
っ

て
川
下
か
ら
川
上
の
方
へ
移
っ
て
い
く
傾
向
は
こ
の
点
に
原
因
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。 

 

こ
の
示
談
が
成
立
し
、
願
人
惣
代
か
ら
川
下
と
の
行
き
違
い
も
な
く
な
っ
た
と

い
う
申
立
に
よ
っ
て
、
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
六
月
勘
定
奉
行
よ
り
御
勘
定
大

竹
庄
九
郎
に
普
請
役
が
付
き
添
い
再
見
分
が
実
施
さ
れ
る
。
翌
天
保
二
年
の
正
月

に
漸
く
江
州
瀬
田
川
筋
付
洲
浚
自
普
請
願
が
大
津
代
官
所
石
原
清
左
衛
門
掛
と
し

て
仰
付
ら
れ
、
御
勘
定
大
竹
庄
九
郎
も
そ
の
取
締
に
あ
た
る
こ
と
と
な
る
。 

 

普
請
は
二
月
か
ら
四
月
一
〇
日
ま
で
の
予
定
で
実
施
さ
れ
、
結
果
的
に
は
五
月

に
「
江
州
勢
田
川
付
洲
浚
自
普
請
所
出
来
帳
」
が
提
出
さ
れ
る
が
、
こ
の
普
請
に

あ
た
っ
て
は
、
尾
張
国
知
多
郡
萩
村
の
黒
鍬
頭
次
郎
兵
衛
が
雇
わ
れ
て
い
る
。
黒

鍬
稼
と
は
普
請
を
す
る
専
門
の
鳶
職
の
よ
う
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
４
） 

農
繁
期
ま
で

の
一
定
期
間
に
普
請
を
完
了
す
る
た
め
に
は
、
こ
う
い
っ
た
専
業
者
に
請
負
わ
せ

る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
天
保
二
年
の
勢
田
川
付
洲
浚
普
請
の
仕
法
を
「
請
負
人
請
書
」
や
「
出
張

員
滞
在
中
取
締
ノ
件
」
か
ら
紹
介
す
る
。 

 

ま
ず
「
請
負
人
請
書
」
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。 

① 

請
負
人
は
朝
明
六
ツ
時
か
ら
手
分
け
し
て
取
り
か
か
り
、
夕
七
ツ
時
に
仕
舞

う
。 

② 

そ
の
間
昼
休
み
は
長
く
取
ら
ず
、
取
り
か
か
り
や
休
み
は
拍
子
木
に
て
合
図

す
る
。 

③ 

日
々
出
入
人
足
日
記
を
留
置
き
仕
立
方
等
を
見
届
け
、
人
足
の
働
方
に
油
断

な
き
よ
う
見
回
り
を
す
る 

④ 

四
月
一
〇
日
ま
で
に
全
て
仕
立
を
完
了
し
て
見
分
を
受
け
る
こ
と
。
も
し
予

定
通
り
完
了
し
な
け
れ
ば
、
出
水
等
で
や
り
直
し
が
出
来
て
も
何
度
で
も
仕

立
て
直
し
を
す
る
。 

⑤ 

普
請
中
に
喧
嘩
、
口
論
、
止
宿
不
取
締
が
な
い
よ
う
に
心
得
る
こ
と
。 

⑥ 

入
用
銀
の
下
げ
渡
し
に
は
、
村
々
惣
代
中
の
奥
書
を
も
っ
て
願
い
出
、
普
請

場
所
を
見
届
け
て
、
惣
代
中
の
請
取
手
形
を
も
っ
て
下
げ
渡
さ
れ
る
こ
と
。 

 

ま
た
、「
出
張
員
滞
在
中
取
締
ノ
件
」
に
は
、
出
張
役
人
の
待
遇
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

① 

出
張
員
止
宿
に
つ
い
て
は
、
定
め
ら
れ
た
木
銭
米
代
の
支
払
い
を
受
け
、
宿

の
賄
い
は
有
り
合
せ
の
品
で
一
汁
一
菜
と
し
、
家
来
中
ま
で
酒
を
出
し
た
り
、

御
馳
走
の
よ
う
な
も
の
を
出
さ
ず
、
多
人
数
を
よ
い
こ
と
に
酒
宴
な
ど
に
な

ら
ぬ
よ
う
慎
み
無
駄
な
出
費
は
極
力
さ
け
る
。 

② 

村
々
か
ら
「
御
音
物
之
義
」
は
受
納
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
、

家
来
中
に
い
た
る
ま
で
金
品
の
贈
答
・
借
用
な
ど
を
戒
め
て
い
る
。 

③ 
旅
宿
の
火
元
注
意
。 

 

こ
れ
ら
の
内
容
か
ら
窺
え
る
当
時
の
様
子
と
し
て
は
、
人
足
の
取
締
を
厳
格
に

し
、
出
張
役
人
へ
の
饗
応
な
ど
の
無
駄
な
出
費
を
抑
制
し
て
お
り
、
普
請
の
完
遂
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と
い
う
趣
旨
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。 

 

こ
の
工
事
は
結
果
的
に
、
出
役
人
夫
総
数
三
一
万
人
、
銀
三
四
七
貫
（
六
、
〇

〇
〇
両
）
を
費
や
し
て
完
成
し
た
。
こ
の
工
費
は
奉
行
所
の
許
可
の
も
と
、
湖
辺

村
々
三
〇
〇
ヶ
村
に
反
別
に
応
じ
て
徴
収
さ
れ
た
。

（
５
） 

 

 

三 

淀
川
筋
国
役
堤
普
請 

 

次
に
、
河
内
国
若
江
郡
御
厨
村
加
藤
家
文
書
を
中
心
に
し
て
、
淀
川
筋
国
役
堤

普
請
の
性
格
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。 

 

こ
の
地
域
は
、
大
坂
市
中
の
河
川
と
は
異
な
り
、
川
幅
が
広
く
治
水
の
観
点
か

ら
大
き
な
堤
防
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
従
来
か
ら
普
請
は
、
大
規
模
な
堤

普
請
が
中
心
で
あ
っ
た
。

（
６
） 

こ
れ
に
対
し
、
大
坂
市
中
で
は
、
物
資
集
散
地
と
い
う

性
格
か
ら
水
上
交
通
の
便
を
は
か
る
た
め
、
川
浚
え
を
主
と
し
た
。
畿
内
で
は
、

桂
・
木
津
・
宇
治
・
淀
・
神
崎
・
中
津
・
大
和
・
石
川
の
八
河
川
が
国
役
指
定
河

川
で
あ
り
、

（
７
） 

周
辺
地
域
か
ら
国
役
銀
を
徴
収
し
、
ほ
ぼ
毎
年
恒
常
的
に
普
請
が
行

わ
れ
た
。
国
役
普
請
は
堤
奉
行
が
国
役
堤
を
見
分
し
、
修
復
が
必
要
な
場
所
を
確

定
し
た
上
で
実
施
さ
れ
る
。 

 

御
救
大
浚
に
お
け
る
淀
川
・
神
崎
川
・
中
津
川
の
国
役
堤
普
請
は
、
堤
防
を
統

一
的
に
補
強
す
る
も
の
で
、

（
８
） 

普
請
は
天
保
二
年
六
月
に
始
ま
り
、
翌
三
年
五
月
二

一
日
に
完
成
し
た
。
工
法
は
、
堤
の
嵩
置
・
腹
付
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
堤
防
の

高
さ
や
厚
さ
を
補
強
す
る
わ
け
で
あ
る
。 

 

楠
根
川
組
九
ヶ
村
（
御
厨
村
・
菱
屋
中
新
田
、
稲
田
村
・
新
家
村
・
長
田
村
・

川
俣
村
・
西
堤
村
・
荒
本
村
・
横
枕
村
）
の
場
合
、「
寝
屋
川
通
堤
南
手
奈
良
海
道

楠
根
川
与
唱
候
川
付
村
々
ニ
而
薄
難
地
所
与
者
乍
申
右
様
淀
川
通
南
手
堤
丈
夫
ニ

御
普
請
被
為 

成
下
候
上
者
水
難
之
愁
茂
無
御
座
候
様
相
成
候
而
者
小
百
姓
ニ
至

迄
安
心
ニ
而
農
業
相
励
ミ
候
」

（
９
） 

と
し
て
、
天
保
三
年
三
月
二
五
日
付
で
次
の
よ
う

に
「
人
足
六
百
人
御
普
請
所
江
土
砂
運
ニ
農
業
透
間
ニ
御
加
勢
人
足
差
出
」
を
申

し
出
て
い
る
。 

一
人
足
百
八
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
厨
村 

一
人
足
拾
三
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

菱
屋
中
新
田 

一
人
足
三
拾
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
家
村 

一
人
足
四
拾
四
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

荒
本
村 

一
人
足
五
拾
弐
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

横
枕
村 

一
人
足
百
拾
五
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

長
田
村 

一
人
足
百
三
拾
九
人 

 
 
 
 
 
 
 

稲
田
村 

一
人
足
六
拾
弐
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

川
俣
村 

一
人
足
三
拾
七
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

西
堤
村 

こ
れ
は
、
枚
方
か
ら
大
坂
ま
で
の
淀
川
通
り
の
普
請
人
足
を
、
高
百
石
に
つ
き
一

四
人
八
分
四
厘
割
に
て
村
々
に
割
り
当
て
ら
れ
た
数
字
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
、「
人
足
御
入
用
之
節
者
御
当
地
谷
町
壱
丁
目
川
崎
屋
藤
兵
衛
方
江
被
為 

仰
付
下
度
同
人

私
共
江
通
達
致
呉
候
」
と
し
て
い
る
。 

 
楠
根
川
組
九
ヶ
村
の
御
加
勢
人
足
差
出
願
は
許
可
さ
れ
た
が
、
四
月
九
日
に
至

り
差
出
し
の
差
図
が
な
い
の
で
、
農
作
業
の
都
合
上
、
同
月
一
五
、
六
日
頃
ま
で

に
差
図
願
い
た
い
と
申
し
出
る
。
こ
れ
を
受
け
て
奉
行
所
か
ら
次
の
差
図
が
あ
っ
た
。 
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十
四
日 

 
 
 
 
 
 
 

十
五
日 

 
 
 
 

百
八
人 

 
 

御
厨
村 

 

拾
三
人 

 
 

ひ
し
や
中
新
田 

 
 
 
 

三
拾
人 

 
 

新
家
村 

 

四
拾
四
人 

 

あ
ら
本
村 

 
 
 
 

六
拾
弐
人 

 

川
俣
村 

 

百
三
十
九
人 

稲
田
村 

 
 
 
 

〆
弐
百
人 

 
 
 
 
 
 

〆
百
九
十
六
人 

 
 

十
六
日 

 
 
 
 

五
拾
弐
人 

 

横
枕
村 

 
 
 
 

百
十
五
人 

 

長
田
村 

 
 
 
 

三
十
七
人 

 

西
堤
村 

 
 
 
 

〆
弐
百
四
人 

 

そ
し
て
、
同
月
二
八
日
に
は
、
指
示
通
り
茨
田
郡
土
居
村
の
淀
川
堤
の
東
西
二

六
間
二
尺
に
わ
た
る
「
腹
付
并
丈
夫
付
」
が
完
成
し
た
こ
と
を
奉
行
所
宛
に
報
告

し
て
い
る
。
土
居
村
の
淀
川
堤
と
は
、
神
崎
川
と
中
津
川
が
淀
川
か
ら
分
岐
す
る

地
点
の
ほ
ぼ
中
間
点
に
位
置
す
る
淀
川
左
岸
の
摂
河
国
境
付
近
に
位
置
す
る
。 

 

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
加
勢
人
足
を
農
閑
期
に
限
っ
て
願
い
出
、
差
図
が
な

い
と
、「
勝
手
奉
申
上
候
儀
奉
恐
入
候
得
共
」
と
断
り
な
が
ら
も
、
指
示
を
奉
行
所

に
催
促
し
て
い
る
点
で
あ
る
。 

 

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
こ
の
普
請
期
間
中
に
問
題
が
発
生
し
た
。
そ
れ
は
、

楠
根
川
組
九
ヶ
村
の
う
ち
、
西
堤
村
の
九
右
衛
門
が
「
土
持
之
処
御
縄
張
之
通
り

迄
」
出
来
て
い
な
い
の
に
、「
大
勢
之
人
足
相
留
メ
置
私
共
組
合
人
足
廻
し
之
も
の

へ
向
け
最
早
当
村
之
分
者
是
ニ
而
引
取
候
等
と
申
」
し
て
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ

れ
が
騒
ぎ
に
な
り
、
他
村
庄
屋
の
連
名
で
注
進
し
て
い
る
。

（

） 

理
由
は
不
明
で
あ
る

が
、
恐
ら
く
農
繁
期
の
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
薄
難
地
所
」
と
は

言
え
、
こ
の
淀
川
堤
の
普
請
に
対
す
る
姿
勢
が
窺
え
る
出
来
事
で
あ
る
。
淀
川
筋

の
摂
河
川
添
村
々
が
全
て
こ
の
よ
う
な
自
己
利
益
を
優
先
す
る
よ
う
な
消
極
的
な

態
度
で
望
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
江
州
湖
辺
村
々
の
よ

う
な
切
迫
感
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
、
御
救
大
浚
の
こ
の
地
域
に
お
け
る

意
味
合
い
が
、
統
一
的
な
国
役
堤
普
請
と
い
っ
た
程
度
で
、
画
期
的
な
変
化
を
も

た
ら
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
国
役
堤
と
し
て
恒
常
的
に

普
請
が
実
施
さ
れ
て
い
た
点
も
大
き
な
理
由
で
あ
る
。 

 

御
厨
村
加
藤
家
文
書
に
は
、
こ
の
時
の
楠
根
川
組
九
ヶ
村
の
加
勢
人
足
差
出
に

か
か
っ
た
諸
入
用
割
賦
帳
が

（

） 

あ
る
の
で
、
参
考
の
た
め
に
ご
紹
介
し
て
お
く
。
費

用
は
主
に
参
会
費
や
出
勤
料
で
あ
り
、
合
計
九
一
三
匁
三
厘
の
う
ち
、
四
六
匁
を

西
堤
村
の
九
右
衛
門
一
件
の
掛
引
分
と
し
て
西
堤
村
に
別
割
と
し
、
残
り
八
六
七

匁
三
厘
を
残
り
八
ヶ
村
で
村
高
に
応
じ
て
次
の
よ
う
に
配
分
し
て
い
る
。 

 

川
俣
村 

 
 
 
 
 
 

九
〇
目
八
分
五
厘 

 

御
厨
村 

 
 
 
 
 
 

一
六
三
匁
九
分 

 

荒
本
村 

 
 
 
 
 
 

七
一
匁
一
分
一
厘 

 

新
家
村 

 
 
 
 
 
 

五
六
匁
一
分 

 

稲
田
村 

 
 
 
 
 
 

一
九
六
匁
六
分
六
厘 

 
横
枕
村 

 
 
 
 
 
 

七
九
匁
五
厘 

 

菱
屋
中
新
田 

 
 
 
 

三
八
匁
一
分
一
厘 

 

長
田
村 

 
 
 
 
 
 

一
七
一
匁
五
分
三
厘 

 



 252

四 

大
坂
市
中
の
御
救
大
浚 

 

大
坂
に
お
け
る
御
救
大
浚
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
既
に
『
大
阪
市
史
』
を
は
じ

め
と
す
る
多
く
の
研
究
成
果
が
あ
り
、
こ
こ
で
改
め
て
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
が
、

普
請
の
性
格
的
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
ま
ず
そ
の
概
要
を
追

っ
て
み
る
。

（

）  

 

天
保
元
年
の
勘
定
奉
行
の
命
を
受
け
、
江
戸
よ
り
御
勘
定
大
竹
庄
九
郎
が
派
遣

さ
れ
た
こ
と
は
前
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
時
、
勢
田
川
筋
の
自
普
請
所
見
分

に
あ
た
り
、
大
坂
三
郷
に
勢
田
川
浚
に
関
す
る
差
障
り
の
有
無
に
つ
い
て
照
会
が

あ
り
、
天
満
組
よ
り
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
る
。
つ
ま
り
、
現
状
で
も
川
口
を
は

じ
め
と
し
て
市
中
河
川
は
川
床
が
埋
も
れ
通
船
の
妨
げ
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
上

勢
田
川
筋
浚
渫
が
あ
れ
ば
、
そ
の
水
勢
で
土
砂
が
流
出
し
市
中
の
衰
微
を
き
た
す
。

よ
っ
て
、
年
々
三
郷
か
ら
徴
収
さ
れ
る
川
浚
冥
加
金
の
免
除
を
も
っ
て
、
市
中
河

川
の
自
普
請
を
願
い
出
る
。 

 

大
坂
町
奉
行
所
で
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
水
利
の
専
門
家
の
意
見
を
も
仰
ぐ
が
同

様
の
回
答
で
、
勢
田
川
浚
渫
の
有
無
に
関
わ
り
な
く
、
淀
川
・
神
崎
川
・
中
津
川

か
ら
河
口
に
い
た
る
ま
で
の
大
浚
を
幕
府
に
願
い
出
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
結
果
、

天
保
二
年
二
月
八
日
に
「
勢
田
川
・
宇
治
川
・
淀
川
等
一
時
ニ
浚
方
被
仰
出
候
間
、

先
市
中
相
歎
居
候
海
口
安
治
川
口

致
手
始
、
追
々
大
浚
申
付
候
」
と
い
う
御
触

が
出
さ
れ
、

（

） 

こ
れ
に
従
い
翌
月
か
ら
安
治
川
口
か
ら
普
請
が
始
ま
っ
た
。
、
費
用
は

「
御
役
所
ニ
而
取
扱
候
御
貸
付
銀
四
朱
利
銀
之
内
、
六
百
貫
目
を
以
御
救
浚
方
堤

嵩
置
腹
付
御
普
請
」

（

） 

に
あ
て
る
が
、
こ
れ
で
は
十
分
な
工
事
は
で
き
な
い
の
で
、

大
浚
掛
よ
り
協
力
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
豪
商
三
六
件
よ
り
合
計
一
六
、
七
〇
〇
両
、

中
規
模
の
町
人
七
二
件
よ
り
合
計
五
、
五
六
一
両
、
三
郷
町
々
并
諸
仲
間
よ
り
合

計
銀
五
九
〇
貫
目
、
さ
ら
に
そ
の
他
町
人
・
借
家
人
か
ら
も
冥
加
金
銀
が
集
ま
り
、

総
額
銀
二
、
三
五
七
貫
三
三
三
匁
余
に
達
し
た
と
い
う
。
こ
の
資
金
に
よ
り
淀

川
・
神
崎
川
・
中
津
川
か
ら
河
口
に
い
た
る
ま
で
の
大
浚
が
可
能
に
な
っ
た
。 

 

先
に
天
満
組
が
免
除
を
願
い
出
た
川
浚
冥
加
金
と
は
、
安
永
四
年
（
一
七
七

五
）
か
ら
三
郷
町
人
に
対
し
て
徴
収
さ
れ
始
め
た
も
の
で
、
そ
れ
以
前
に
は
、
明

和
二
年
（
一
七
六
五
）
に
始
ま
る
新
築
地
地
代
金
及
び
益
金
の
貸
付
利
銀
を
も
っ

て
大
川
浚
を
行
う
と
い
う
慣
行
が
あ
っ
た
。

（

） 

こ
こ
で
い
う
「
四
朱
利
銀
」
も
こ
の

よ
う
な
貸
付
利
銀
の
一
種
で
あ
ろ
う
。 

 

ま
た
、
市
中
川
浚
え
に
は
、
各
町
か
ら
は
町
人
・
借
家
人
が
、
人
足
と
し
て
こ

ぞ
っ
て
労
働
奉
仕
に
赴
い
た
。
実
際
の
川
浚
え
の
様
子
は
、
町
々
ご
と
の
人
足
が
、

揃
い
の
半
纏
・
襦
袢
・
脚
絆
に
身
を
固
め
、
吹
流
し
の
幟
を
立
て
た
五
、
六
艘
づ

つ
の
船
に
分
乗
し
、
鉦
や
太
鼓
で
囃
し
立
て
て
川
を
漕
ぎ
下
り
、
天
神
祭
よ
り
も

賑
わ
し
く
、
安
治
町
か
ら
砂
捨
場
ま
で
の
三
〇
丁
程
に
、
川
浚
を
当
て
込
ん
だ
茶

屋
が
並
ん
だ
と
い
う
。
天
神
祭
の
比
喩
が
出
る
ご
と
く
、
『
大
阪
市
史
』
に
は
次
の

よ
う
な
描
写
が
あ
る
。 

大
浚
は
今
や
宛
然
と
し
て
神
事
祭
礼
の
ご
と
く
、
市
民
の
狂
熱
は
逐
日
増
進

し
、（
中
略
）
か
く
御
普
請
御
手
傳
の
趣
旨
を
忘
却
し
、
遊
興
同
様
に
土
砂
持

を
行
ふ
は
心
得
違
の
甚
だ
し
き
も
の
な
り
と
て
、
四
月
下
旬
厳
し
く
町
々
を

戒
飭
し
、
翌
月
再
び
掛
総
年
寄
よ
り
注
意
を
加
え
た
り
。 

 

こ
の
安
治
川
口
の
浚
渫
期
間
中
（
三
月
上
旬
〜
六
月
上
旬
）
の
加
勢
人
足
数
は
、

合
計
一
〇
一
、
二
五
〇
人
余
と
い
う
。 
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こ
の
よ
う
に
、
大
坂
市
中
の
御
救
大
浚
は
、
勢
田
川
附
洲
浚
や
淀
川
筋
国
役
堤

普
請
の
場
合
と
普
請
の
様
相
が
全
く
違
う
、
町
人
の
財
力
を
背
景
に
し
た
一
種
神

事
的
な
風
俗
が
見
ら
れ
る
。
民
衆
の
側
で
は
、
こ
の
御
救
大
浚
を
日
頃
の
鬱
憤
を

晴
ら
す
好
機
と
と
ら
え
て
い
た
傾
向
が
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。 

 

大
坂
で
は
、
砂
持
と
称
し
て
神
社
の
再
建
・
修
復
に
際
し
、
氏
子
な
ど
が
川
浚

で
出
た
砂
で
高
低
の
あ
る
社
地
を
整
え
る
行
事
が
、
一
八
世
紀
頃
か
ら
盛
ん
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に
行
わ
れ
た
玉
造

稲
荷
の
砂
持
や
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
の
天
満
宮
の
砂
持
は
有
名
で
あ
る
。
こ

の
影
響
か
ら
か
、
御
救
大
浚
に
お
い
て
も
、
町
奉
行
所
ま
で
が
「
土
砂
持
」
と
い

う
表
現
を
用
い
、
幕
府
に
と
っ
て
も
神
事
と
し
て
の
砂
持
と
差
異
の
な
い
も
の
と

見
て
い
た
節
が
あ
る
。

（

） 

こ
う
い
っ
た
点
で
、
大
坂
市
中
の
御
救
大
浚
は
独
特
の
性

格
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

ち
な
み
に
、
以
後
大
坂
で
は
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
の
大
塩
焼
け
や
天
保
大

飢
饉
の
影
響
も
あ
り
景
気
の
低
迷
期
に
な
る
が
、
こ
う
い
っ
た
時
期
に
お
い
て
幕

府
は
、
御
救
大
浚
の
時
に
は
禁
止
し
た
神
事
祭
礼
の
性
格
を
有
す
る
砂
持
を
、
景

気
づ
け
の
た
め
に
奨
励
し
て
い
る
。 

 

五 

ま
と
め 

 

こ
こ
ま
で
、
天
保
二
年
に
始
ま
る
江
州
勢
田
川
附
洲
浚
、
淀
川
筋
国
役
堤
普
請

及
び
大
坂
市
中
御
救
大
浚
を
概
観
し
、
そ
の
特
徴
を
追
っ
て
み
た
。 

 

江
州
勢
田
川
附
洲
浚
に
は
、
前
稿
で
も
記
し
た
よ
う
に
、

（

） 

湖
辺
新
田
開
発
に
関

す
る
幕
府
の
意
志
が
は
た
ら
い
て
お
り
、
こ
の
自
普
請
実
施
に
は
そ
う
い
っ
た
政

治
的
意
図
も
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
湖
辺
村
々
惣
代
の
献
身
的
な
歎
願

姿
勢
か
ら
は
、
新
田
開
発
も
自
普
請
の
許
可
を
得
る
た
め
の
理
由
付
け
ま
で
に
し

か
解
し
得
な
い
。
あ
く
ま
で
、
他
流
域
の
抗
議
に
対
応
し
な
が
ら
自
普
請
を
完
遂

し
、
勢
田
川
の
疎
通
を
良
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
浸
水
の
被
害
を
防
ぐ
と
い
う

積
年
の
思
い
が
読
み
取
れ
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
淀
川
筋
国
役
堤
沿
岸
諸
村
に
は
、
農
民
と
し
て
の
眼
前
の
自
己

利
害
を
優
先
す
る
よ
う
な
淡
々
と
し
た
態
度
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
御
救
大
浚

の
こ
の
地
域
に
お
け
る
意
味
合
い
が
、
統
一
的
な
国
役
堤
普
請
と
い
っ
た
程
度
で

あ
り
、
ま
た
こ
う
い
っ
た
姿
勢
は
、
国
役
堤
と
し
て
の
指
定
を
受
け
、
歎
願
な
く

と
も
従
来
か
ら
恒
常
的
普
請
が
実
施
さ
れ
て
い
た
点
に
も
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

一
方
、
大
坂
市
中
の
御
救
大
浚
の
様
相
は
異
質
で
、
諸
国
廻
船
の
輻
輳
す
る
天

下
随
一
の
流
通
拠
点
と
し
て
の
大
坂
を
衰
退
か
ら
守
る
た
め
、
他
地
域
に
は
な
い

都
市
財
力
を
背
景
に
、
半
ば
狂
乱
的
な
民
衆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
っ
て
実
施
さ
れ

た
。
そ
れ
は
ま
た
、
従
来
か
ら
あ
る
神
事
と
し
て
の
慣
行
「
砂
持
」
に
通
ず
る
要

素
が
大
き
く
、
時
に
は
そ
う
い
っ
た
民
衆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
は
け
ぐ
ち
と
な
り
、

一
方
で
は
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
景
気
回
復
に
利
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。 

 

砂
持
の
よ
う
な
都
市
特
有
の
民
俗
は
、
本
稿
の
よ
う
な
治
水
を
対
象
と
し
た
論

考
で
は
収
録
し
き
れ
な
い
要
素
が
あ
る
の
で
、
砂
持
そ
の
も
の
の
検
討
に
つ
い
て

は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

 

(

1)
 

拙
稿
「
河
内
国
若
江
郡
御
厨
村
に
残
る
「
江
州
瀬
田
川
洲
浚
絵
図
」
に
つ
い
て
」

大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
紀
要
』
第
三
号
、
平
成
一
四
年
）
。 

（
『

(

2)
 

琵
琶
湖
治
水
會
、
大
正
一
四
年
。
以
後
こ
の
節
の
記
述
は
同
書
に
基
づ
く
。 
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(

3)
 

『
都
市
地
図 

滋
賀
県
１ 

大
津
市
』
昭
文
社
、
二
〇
〇
二
年
。 

(
4)

 

永
原
慶
二
・
山
口
啓
二
『
講
座
・
日
本
技
術
の
社
会
史
』
第
六
巻
土
木
、
日
本
評

社
、
一
九
八
四
年
、
二
五
二
頁
。 
論

(

5)
 

淀
川
百
年
史
編
集
委
員
会
『
淀
川
百
年
史
』
建
設
省
近
畿
地
方
建
設
局
、
一
九
七

四
年
、
一
〇
五
九
頁
。 

(

6)
 

村
田
路
人
「
一
七
世
紀
大
坂
の
河
川
支
配
」
（
『
ヒ
ス
と
リ
ア
』
第
九
九
号
、
一
九

三
年
、
四
九
頁
）
。 

八

(

7)
 

脇
田
修
『
近
世
大
坂
地
域
の
史
的
分
析
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
〇
年
、
一
一

頁 

〇

(

8)
 

『
神
安
水
利
史 
本
文
編
』
神
安
土
地
改
良
区
、
昭
和
五
六
年
、
二
六
七
頁
。 

(

9)
 

天
保
三
年
三
月
二
五
日
付
「
淀
川
通
大
浚
并
堤
御
普
請
ニ
付
願
書
控
」（
加
藤
家
文

）
。
以
下
次
注
ま
で
は
同
史
料
に
よ
る
。 

書

(

10)
 

天
保
三
年
四
月
一
九
日
「
乍
恐
口
上
（
淀
川
通
御
国
役
堤
御
普
請
の
こ
と
）
」
（
加

藤
家
文
書
） 

(

11)
 

天
保
三
年
四
月
「
淀
川
堤
御
普
請
御
加
勢
人
足
差
出
候
ニ
付
願
一
件
等
諸
入
用
割

賦
帳
」
（
加
藤
家
文
書
） 

(

12)
 

以
下
特
に
注
記
の
な
い
も
の
は
、
『
大
阪
市
史
』
復
刻
版
（
大
阪
市
、
清
文
堂
出
版
、

昭
和
四
〇
年
）
に
よ
っ
た
。 

(

13)
 

大
阪
市
立
中
央
図
書
館
市
史
編
集
室
『
大
阪
編
年
史
』
第
一
七
巻
、
昭
和
四
九
年
、

五
〇
頁
。 

(

14)
 

大
阪
市
史
編
纂
所
『
大
阪
市
史
史
料
』
第
六
輯
、
大
阪
市
史
料
調
査
会
、
昭
和
五

七
年
、
一
二
三
頁
。 

(

15)
 

村
田
路
人
「
近
世
大
坂
の
川
浚
制
度
」
（
梅
渓
昇
教
授
退
官
記
念
論
文
集
刊
行
会

『
日
本
近
代
の
成
立
と
展
開
』
思
文
閣
出
版
、
昭
和
五
九
年
） 

(

16)
 

田
中
豊
「
大
坂
の
砂
持
」
（
『
藝
能
史
研
究
』
第
一
四
三
号
、
藝
能
史
研
究
會
、
一

九
九
八
年
）
。 

(

17)
 

前
掲
「
河
内
国
若
江
郡
御
厨
村
に
残
る
「
江
州
瀬
田
川
洲
浚
絵
図
」
に
つ
い
て
」

（
『
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
紀
要
』
第
三
号
、
一
七
六
頁
） 


